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《フットサル競技規則》  　楽天地フットサルコート錦糸町
◇競技の開始
　・前後半のスタートと、得点後の再開は、キックオフで行われる。

　・キックオフからの直接ゴールは禁止。

◇インプレー及びアウトオブプレー

　・ボールのすべての部分がタッチラインまたはゴールラインを越えて出たときはアウトオブプレーとなる。
ボールが少しでもラインにかかっているときはインプレー。楽天地フットサルコート錦糸町のローカルルールとして、ピッチ内の天井ネットに当り、ピッチ内に再びボールが落ちる場合はそのままインプレーとして続行される。
◇交代の手続き

　・試合中に行なわれる交代の回数は、制限されない。

　・交代は、ボールがインプレーまたはアウトオブプレー中に行われる。

　・ピッチに出入りする競技者は、自分のチームの交代ゾーンから出る。ただし、ピッチを出る競技者が完全にタッチラインを越えて外に出るまで、ピッチに入ることはできない。

　・ＧＫの交代は審判の許可を得て、ベンチにいる選手と交代する。

◇４秒ルール

　・キックイン、フリーキック、コーナーキック、ゴールクリアランスなどのリプレイ、及びＧＫの自分自身のハーフ内での手または足でのプレーは、ボールを保持してから４秒以内に行なう。
◇キックイン

　・ボールがタッチラインを越えて出た場合、タッチライン上からのキックインで競技を再開する。

　・キックインは、ライン上にボールを完全に静止させてから４秒以内に蹴る。

　・立ち足は、ライン上、もしくはラインの外に置く。ラインを完全に踏み越えて蹴った場合は、同じ場所から相手ボールのキックインとなる。

　・キックインから、直接得点は出来ない。

◇ＧＫのプレー　
　・ＧＫがインプレー中にボールを取った時は、手で投げるか、蹴ることが出来る。

　・手で投げたボールは、直接ハーフウェイラインを越えてはならない。（パントキックを含む）
　・ペナルティエリア内でのＧＫのスライディングは、ボールに行った場合はＯＫ。

　・ＧＫは、ペナルティエリアの外でプレーしても良い。ただし、その場合も、４秒以内しかプレー出来ない。
　・ＧＫが相手陣内に入った場合は、４秒ルールは適用しない。
◇ゴールクリアランス（キーパースロー）直接ハーフウェイラインを越えてはならない。
・ボールが攻撃側競技者に最後に触れてゴールラインから出た場合は、ペナルティエリア内からＧＫがボールを手で投げて、競技を再開する。

・ボールがペナルティエリアを出たときに、インプレーとなる。

◇ペナルティキック

　・キッカー以外は、ペナルティエリア外、ペナルティーマークの後方にいなければならない。

　　また、ボールから５メートル以上離れなければならない。

　・キッカーは、直接ゴールを狙わなければならず、パスをしてはならない。

◇コーナーキック
　・タッチラインとゴールラインの交差する点に静止させて行なう。
　・直接ゴールすることが出来る。
　・相手競技者は、ボールから５メートル以上離れる。

◇反則

１．直接フリーキック

　反則の起きた場所からフリーキックが相手チームに与えられる。相手競技者は、ボールから５メートル以上離れなければならない。
守備側チームに対してそのペナルティ-エリア内で与えられた場合、フリーキックはペナルティーエリア内のいずれの地点から行ってもよい。
競技者が自分自身のペナルティーエリア内で下記の項目の反則をインプレー中に犯した場合、ボールの位置に

関係なく、ＰＫが与えられる。
・ハンドリング・・・・・・ボールを手で意図的に扱う。ただし、ＧＫが自分のペナルティーエリア内にあるボールを扱う場合を除く。
・キッキング・・・・・・・相手競技者をける、またはけろうとする。

　・トリッピング・・・・・・相手競技者をつまづかせる、またはつまずかせようとする。
　・プッシング・・・・・・・相手競技者を押す。

　・ホールディング・・・・・相手競技者を抑える。

・ストライキング・・・・・相手競技者を打つ、または打とうとする。

・ジャンピングアット・・・相手競技者に飛びかかる。
※ｼｮﾙﾀﾞｰﾁｬｰｼﾞ､ﾀｯｸﾙ・・・・肩によるものも含めて、相手競技者をチャージする。タックルする。

　　　　　　　　　　　　　サッカーで正当とされる肩でのチャージも不可。ただし、すべての接触を禁止す

るものではない。

※ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾀｯｸﾙ・・・・・・相手競技者がボールをプレーしている、またはプレーしようとしているときに、
ボールをプレーしようとしてすべる。ただし、不用意に、無謀に、または過剰な
力で行わない限り、ＧＫが自分のペナルティーエリア内で行うものを除く。
　※退場・・・・・・・・・・反則を犯した選手は退場となる。　次の1試合出場停止とする。
２．間接フリーキック

反則の起きた場所からフリーキックが相手チームに与えられる。相手競技者は、ボールから５メートル以上離れなければならない。

・危険な方法でプレーする。

・意図的に相手の前進を妨げる。

・ボールがインプレーとなって、他の競技者に触れる前に、キッカーが再びボールに触れる。
・ＧＫがボールを手から離すのを妨げる。

・ＧＫへのバックパス（味方競技者によって意図的にＧＫにキックされたボール）を手で触れるか手でコントロールする。
・味方競技者がキックインしたボールをＧＫが手で触れるか手でコントロールする。

・ゴールキーパーが手で投げた後、ボールが直接ハーフウェーラインを越えたとき。（パントキックを含む）
※４秒ルール（キックイン、フリーキック、コーナーキック、ゴールクリアランスなどのリプレイ、及びＧＫの自分自身のハーフ内での手または足でのプレーは、ボールを保持してから４秒以内に行なう。）で４秒を越えたとき。
※ＧＫからボールをパスやゴールクリアランスされた後、ボールがハーフウェーラインを越える前に、または相手競技者によって触れられるかプレーされる前に、味方競技者からＧＫに意図的にパスされたボールをＧＫがうける。
◇反則の累積　　　　タイムキーパーおよび第３審判を置かないため、適用しません。
　・フットサルでは通常、直接フリーキックとなった反則をチームで前後半それぞれ累積し、６つ目の反則から相手チームに壁なしの第２ペナルティーマークからの直接フリーキックが与えられますが、楽天地ﾌｯﾄｻﾙｺｰﾄ錦糸町でのローカルルールとして、このルールは適用しません。なお、１試合中の警告２枚での退場等は適用します。
以上、フットサル競技規則から抜粋（ただし、楽天地ﾌｯﾄｻﾙｺｰﾄ錦糸町　ﾛｰｶﾙﾙｰﾙを除く。）
フットサルの審判の動作
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フットサルのルールの考え方

ルールを知る前に、ぜひルールの考え方を忘れないでください。

フットサルのルールは、フットサルの特長を生かすように考え抜かれています。
フットサルの最大の特徴は、スピーディーな点にあります。そのため、4秒ルールやキックインといったサッカーとは違う独特のルールがあります。

また、フットサルは狭いピッチでプレーしますので、プレーを狭めていく行為は「ショルダーチャージ」でも違反の対象になります。

さらに、女性男性を問わずフェアに安全にプレーできるよう細部が詰められています。
その上で、皆さんが普段試合をするときは、公式試合でない限り、プレーする方のレベルに合わせて、ある程度柔軟に運用することをお勧めします。フットサルは、何よりも楽しくプレーすることが大事です。

公式なルールはここにあります。
ＪＦＡのホームページから見ることができます。
[image: image4.png]IR LENATY v H—DEN



ルール面
	 
	FUTSAL
	SOCCER

	競技者数
	５人
	１１人

	交代
	自由
ピッチ内の5人とベンチの交代要員が、いつでも入れ替わることが出来る
	アウトオブプレーの時審判の承認を得て交代。

	プレーの再開
	ボールがタッチラインを超えたときはキックインで再開する。
攻撃側がボールをゴールラインから出したときは、ゴールキーパーがペナルティーエリア内から手で投げて再開する。
	ボールがタッチラインを超えたときはスローインで再開する。
攻撃側がボールをゴールラインから出したときはゴールキックで再開する。

	レフェリー
	主審 + 第２審判
(主審、第2審判とも笛を吹くことができる)
	主審 + 副審２
(主審は笛、副審は旗を持つ)

	オフサイド
	無し
	有り

	ファール
	スライディングタックル、ショルダーチャージ・タックルはファウルとなる。
本来、反則の累積によるペナルティーがある。
	スライディングタックル、ショルダーチャージ・タックルはファウルではない。
反則の数は数えない。

	退場
	反則を犯した選手は退場となる。
チームは、その選手の退場後に失点するか、２分が経過するとベンチから選手を補充できる。
	補充できない

	GKへのパス

	GKが保持したボールを離す、もしくはボールをパスした後、相手が触れるか、ボールがハーフウェイラインを超えてからでないと、手、足、体を問わず、GKはボールに触れられない。触れると相手チームの間接フリーキックとなる。
	味方競技者から足で蹴られたパスは、手で触れられない。手で触れると相手チームの間接フリーキックとなる。

	GKの違反
	インプレー時、GKは自陣では手、足を問わず4秒間しかボールを保持できない。保持してから4秒経過すると相手チームに間接フリーキックが与えられる。
	GKが手でコントロールしたボールを離した後は、他の競技者がボールに触れない限り再び手で触ることは出来ない。

	４秒ルール
	アウトオブプレー時のキックイン・ゴールクリアランス・コーナーキック・フリーキックは4秒以内に行わないと相手ボールとなる。
◆キックイン→相手のキックイン
◆ゴールクリアランス→相手の間接フリーキック
◆コーナーキック→相手の間接フリーキック
◆フリーキック→相手の間接フリーキック
	無し

	
	
	


◆たまに起こりうる事例◆
●キックインが誰にも触れずに直接相手ゴールにゴールインしてしまった．
　→ゴールとして認められません．相手ゴールクリアランスからの再開です．
●キックインが誰にも触れずに直接味方ゴールにゴールインしてしまった．
　→（オウン）ゴールとして認められません．相手側コーナーキックからの再開です．
●ゴールクリアランスが誰にも触れずに直接相手ゴールにゴールインしてしまった．
　→ゴールとして認められません．相手ゴールクリアランスからの再開です．
●ゴールクリアランスが誰にも触れずに直接味方ゴールにゴールインしてしまった．
　→ゴールとして認められません．再度やりなおしです．
●コーナーキックが誰にも触れずに直接相手ゴールにゴールインしてしまった．
　→ゴールです．
●コーナーキックが誰にも触れずに直接味方ゴールにゴールインしてしまった．
　→（オウン）ゴールとして認められません．相手側コーナーキックからの再開です．
●インプレー中、キーパーから投げたボールが誰にも触れず直接相手ゴールにゴールインしてしまった．
　→ゴールとして認められません．相手ゴールクリアランスからの再開です．
●インプレー中、キーパーから蹴ったボールが誰にも触れず直接相手ゴールにゴールインしてしまった．
　→ゴールです．
以下の項目は、削除項目になります。
●キックオフからシュートし誰にも触れずに直接相手ゴールにゴールインしてしまった．
　→ゴールです．
※　　　第３種以下の競技会におけるフットサル競技規則の適用について

第９条　　　プレーの開始および再開

　　キックオフ　　「キックオフから直接得点することができる。」の後に次の条文を追加する。

　（財）日本サッカー協会の決定

　　　（財）日本サッカー協会などが行なう第３種以下のフットサル競技会においては、キックオフから

　　　直接得点することはできない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制作企画　　墨田区サッカー協会少年部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作　成　　　　　　Ｍ.Ｓ
